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　The　rigorous　prognostic　equation　of　snowfa11for　smal1areas　has　not　yet　been　estab1ished　because　of

the　comp1exities　of　d〕mamics　governing　sma11－and　meso－sca1e　meteoro1ogica1phenome肌　Especially　i皿

the　areas　of　comp1icated　topography1ike　Japan，sometimes　we　fee1it　hope1ess　to　give　correct　prediction

of　snowfa11for　sman　areas　by　so1v三ng　dynamic　equations－

　Under　such　condition，it　seems　that　a　statistical　method　is　a　better　approach，even　if　not　the　best，

from　the　practical　point　of　view．　Using　a　high　speed　electronic　computer，the　prognostic　equations　for

snowfall　prediction　were　derived　on　the　basis　of　the　mu1tiple　correlation　regression　equatio帆

　スモール・スケール（中気象スケール）におげる降雪量

予報の問題は，雨量予報の問題とおなじく，スモール・

スケールの気象資料，気象解析，気象力学等に，容易に

解決されないいろいろの問題があるため，十分な予報方

式が確立されていないというのが現状である．

　そのため，ここでは統計的方法によって，電子計算機

を用いてスモール・スケールの降雪量予報の多重相関回

帰方程式を作成した．

　1．予報区域

　予報区域として，モデル的に雪の多い新潟県をとりあ

げ，図一1に示すように18の地区に分割した．この地区

分割は地勢および雪の資料などを考慮して決定Lた．

　2．隆冒量の資料および整理

　図一1の18地区内の国鉄関係の毎日（08時，16時観

＊　執筆者（The　writer　assigned　for　the　report）
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　　　　　図一1　予報地区の分割
　　　　　　Division　of　predicted　area．

測）の降雪量資料を3冬分（昭和35年12月～36年2月，

36年12月～37年2月，37年12月～38年2月）について収

集した．

　各地区内の観測所数は次のとおりである．

れた予想因子は表一1に示すようなものである．

　表一1のNo．1～No．7の予想因子は北半球上のじ

ょう乱の位置，ブロッキソグ高気圧の状況，偏西風の強

度の変化，高層ジェット等を把握するためのパラメータ

ーであり，No．8～No．17は日本海付近の大規模な気

流系，うずの強さ，上昇気流の強さを見るための力学的

パラメ＿ターであり，No．18～No．98は北陸付近の低

温場の状況，不安定度，水蒸気量，上昇気流の発生状況

などを見るためのパラメーターでおり，No．99～No．

120は新潟県の局地的気流の収束状況をみるためのパラ

メーターである．現在のところ，局地現象を把握するた

めのパラメーターとLては地上の風向・風速ぐらいしか

得られないのである．ここに局地予想の問題点の一つが

あるように思われる．

　　表一1　18地区の降雪量予想因子（気象要素）

　　　　　　The　predictors　of18areas

　　　　　　（meteOrO1OgiCa1elementS）．

番号

（区域）（鰍所数）1 （区域）（観測所数）1 （区域）（観測所数）

■■　一

1区　　　　8 7区　　　　5 13区　　　　14

2〃　　　　13 8〃　　　　3 14〃　　　　12

3〃　　　　6 9〃　　　　1 15〃　　　　2

4〃　　　　7 10〃　　　　11 16〃　　　　8

5〃　　　　7 11〃一一4 17〃　　　　13

6〃　　　　3 12〃　　　　19 18〃　　　　10

　上記の各分割地区ごとに地点降雪量の算術平均をとっ

て，各地区の平均降雪量とした．

　3．隆■■の予想園子（気象要素）

　降雪量を予想するパラメーターとして用いる気象要素

を予想因子と呼ぶことにする．予想因子をいかに選ぶか

はきわめて重要な問題でおる．このためには豪雪時の天

気図解析から豪雪の機構を把握することが基礎となる．

しかし天気図解析といっても，半球上の基本的な空気の

流れを求める北半球天気図解析から局地的降雪分布に応

じた局地天気図解析まで，各スケールに応じた気象解析

があり，豪雪機構把握のためには，各スケール相互関連

の立場で総合的に考えることが必要でおる．

　このようなことから，本研究における予想因子として

は，北半球的スケールのもの，アジァ・太平洋スケール

のもの，日本海，日本の目本海側を中心としたもの，新

潟県の局地気象に一関連したものなどできるだけ選び出す

ことにした．初めは，200ぐらいの予想因子をき’めて，

その中からさらに一，120の予想因子を選択した．選択さ

予想因子

　気圧の谷

　500mbの高度
　500mbの高度
　σ60．N
　σ50．N
　σ40．N
　730．N
　∠一P（福一根）
。i〃（ウ＿銚）

目本海のうず度

目本海のうず度

目本海のうず度

目本海のうず度

目本海の収東

目本海の収束

日本海の収東

日本海の収束

北陸の収束

北陸の収束

北陸の収束

北陸の収束

目本海中部の気温

輪島の高度

輪島の高度

輪島の高度

輪島の高度

輪島の層厚

輪島の層厚

輪島の層厚

輪島の気温

輪島の気温

輪島の気温

輪島の気温

備　　　　　　　　　　考

（500mb空間平均図にある長波の谷）

（新彊省Aleitai）

（カムチャッカ半島Korf）

（北緯60。の偏西風の変化）

（北緯50。の偏西風の変化）

（北緯40。の偏西風の変化）

（北緯30。の偏西風の変化）

（福岡と根室の気圧差）

（ウラジオと銚子の気圧差）

（1000mb）

（850mb）

（700mb）

（500mb）
（1000mb面の〔’ウラジオ・米子・秋田〕
収束発散）
（850mb面の〔ウラジオ・米子・秋田〕
収束発散）
（700mb面の〔ウラジオ・米子・秋困〕
収束発散）
（500mb面の〔ウラジオ・米子・秋田〕
収束発散）
（1000mb面の〔輪島・秋田・館野〕収束
発散）

（850mb面の〔輪島・秋田・館野〕収東
発散）

（700mb面の〔輪島・秋田・館野〕収束
発散）

（500mb面の〔輪島・秋田・館野〕収東
発散）

（40．N135．Eにおける500mbの気温）

（1000mb）

（850mb）
（700mb）

（500mb）
（850mb－1000mbの高度差）

（700mb－850mbの高度差）

（500mb－700mbの高度差）

（1000mb）

（850mb）

（700mb）

（500mb）
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No． 予想因子

輪島の露点湿度

輪島の露点温度

輪島の露点温度

蛤島の飽差

輪島の飽差

輪島の飽差

輸島の風

楡島の風

輪島の風

輪島の風

輪島の風

451鷺膿

471㈱の風
　　輸島の風

1：i箒貴慧

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

輪島の風

崎島の安定度

輪島の層厚差

相当温位

相当温位

相当温位差

米子の高．度

米子の高度

米子の高度

米子の層厚

米子の層厚

米子の層厚差

米子の気温

米子の気温

65！米子の気温

661米予の露点温度

671米子の露点温度
681米子の風

691一米子の風

701米子の風
71i米子の風

米子の風

米子の風

米子の風

米子の風

米子の風

米子の風

米予の風

米子の風

秋田の高度

秋田の高．度

秋田の高度

秋田の眉厚

秋田の層厚

秋田の層厚一差

秋田の気温

秋田の気澄

秋田の気温

秋田の風

秋日ヨの風

秋田の風

秋田の風

秋田の風

秋田の風

　　　　傭　　　　　　　　　考

1（1。。。m。）

（850mb）

（700mb）
（1000mbの気温・露点温度の差）

1（850mbの気温・露点温度の差）

（700mbの気温・露点温度の差）

■（1000mbの風向）

一（1000mbの東西成分）
1（1000mbの南北成分）

■（850mbの風向）

，（850mbの東西成分）

（850mbの南北成分）

（700mbの風向）

1（700mbの東西成分）

一（700mbの南北成分）

r（500mbの風向）

ヨ（500mbの東西成分）

r（500mbの南北成分）
（不安定エネルギー）

（〔850mb－1000mb〕一〔700mb－850mb〕
　の眉厚差）
■（700mb）

「（850mb）

1（850mb＿700mb）

1（1000mb）

：（850mb）

1（700mb）
「（850mb－1000mb）

（700mb－850mb）
（〔850mb－1000mb〕一〔700mb－850mb〕

　の層厚差）

（850mb）

（700mb）

（500mb）

（850mb）

（700mb）
（1000mbの風向）

（1000mbの東西成分）

1（1000mbの南北成分，

「（850mbの風向）

1（850mbの東西成分）
1（850mbの南北成分）

一（700mbの風向）

一（700mbの東西成分）

（700mbの南北成分）

（500mbの風向）

1（500mbの東西成分）

1（500mbの南北成分）

（1000mb）

（850mb）
1（700mb）

1（850mb－1000mb）

1（700mb－850mb）
1（850mb－1000mb〕一／700mb－850mb〕
1の眉厚差）
一（850rnb）
1（700mb）

（500mb）
『（lO00mbの風向）

　（1000mbの東西成分）

　（1000mbの南北成分）

　（850mbの風向）

　（850mbの東西成分）

　（850mbの南北成分）

・α1 予想因子 備　　　　　　　　　考

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

秋田の風

秋田の風

秋田の風

秋田の風

酒田の風

酒田の風

酒田の風

相川の風

相川の風

相川の風

新潟の風

新潟の風

新潟の風

高田の風

高田の風

高貝の風

新潟の気圧変化

長岡の風

長岡の風

長岡の風

塩沢の風

塩沢の風

塩沢の風

十同町の風

十目町の風

十日町の風

！（700mbの風向）

i（700mbの東西成分）

（700mbの南北成分）

（500mbの風向）

（地上の風向）
一（地上の東西成分）

≡（地上の南北成分）

≡（地上の風向）

1（地上の鮪成分）

≡（地上の南北成分）

r（地上の風向）

≡（地上の東西成分）

一（地上の南北成分）

（地上の風向）

（地上の東西成分）

（地上の南北成分）

（前24時間の気圧変化）

（地上の風向）

（地上の東西成分）

（地上の南北成分）

（地上の風向）

（地上の東西成分）

（地上の南北成分）

（地上の風向）

（地上の東西或分）

（地上の南北成分）

　表一1に示す各予想因子の値を，降雪量資料と同期間

の3冬に一ついて，高層観測資料，地上観測資料，同解析

資料から，毎目9時，21時の時刻について収集した・こ

れらのデータは降雪量のデータと共にパソチカードに整

理された．

　4．　18地区の統計的降冒■予想法

　2節の降雪量予想資料および3節の予想因子資料から

電子計算機により両老の多重相関関係を求め地区の統計

的降雪量予想方式を作成する．

　予想量と予想因子との時間的対応は表一2のようにと

る．

表一2 予想量と予想因子の時問的対応

Time　relation　of　predictand

　to　predictor．

0－L　AG

12－LAG

24－LAG

　予　想　因　子

当目9時の気象要素

当日21時の気象要素

当目9時の気象要素

当目21時の気象要案

予　　　想　　　量

当目・時の気象要素1

当目・1時の気象要素！

当目8時～当目16時の降雪量

当目16時～翌目8時の降雪量

当日16時～翌日8時の降雪且

翌目8時～翌目8時の降雪旦

翌目8時～翌日16時の降雪二日：

翌日16時～翌々目8時の降9旦

一43一
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係数を求める．各地区ごとに整理した結果の1例を表一3

に示す．表一3には，O－LAG，12－LAG，24－LAG

のものを示してある．大部分の予想因子については・

LAGの大きくなるほど相関係数の小さくなる傾向がみ

られる．

　しかし中にはそうでないものもいくつかある．多数例

のしかも重相関関係のなかの個々の相関係数であるの

で，係数0．3というような値はきわめて相関度の大きい

ものである．次に各予想因子ごとに，相関係数の地域分

布図を作成する．そのうちから特徴のあるものを図一2

に示そう．

　図で○印内の数字は地区番号で，別の数字は相関係数

を示している．図一2に示してあるものについてその特

徴を次に記載してみる．

　（1）福岡，根室の気圧差について相関の大ぎい地区

　　は，信越線，上越線の山問部の地区である．それと

　　　　　　　　　表一3（a）　2区の予想因子と予想量との単純相関係数（0－LAG）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2区（柏崎地区）

The　sing1e　correlation　coe価cient　between　predictor　and　predictand　of　area　No．2．（O－LAG）

予　　想　　因　　子 相関 予 想　　因　　子 1相関1 予 想　　因　　子 1相関
一　　0，010■1　O・141 ・

1
1
4
2
1

＝

1 気匡の谷500mb 輪島の風1000mbの東西成分 ＿0，017 81 秋田の高度 850mb ＿0．055

2 500mb　Aleitai 輸島の風1000mbの南北成分 一0．203 82 秋田の高度 700mb 一0．409
『

3 500mb　Ko㎡ 0．215 43 輪島の風 850mbの風向
「

■
0．076 83 秋田の層厚 850＿l000 O．014

4 σ60・N 一〇、128 44 輪島の風 850mbの東西成分 ＿0．077 84 秋固の層厚 700＿850 一0．472

5 σ50“ 一〇．142 45 輪島の風850mbの南北成分 ＿O．211 85 秋田の層厚差（85－100）一（70＿85） O．157

一6 σ　40．N 一〇．011 46 輪島の風 700mbの風向 ■＿0．167 86 秋田の気温 850mb 一0．188

7 σ30．N O．094 47 輪島の風 700mbの東西成分 一〇．091 87 秋田の気温 700mb ＿0．290

8 ∠P（福一根） 「 0．171 48 輪島の風 700血bの南北成分 0．147 88 秋田の気温 500mb ＿0．279

9 ∠P（ウー銚） 一0．138 49 輪島の風 500mbの風向 一0．182 89 秋田の風1000mbの風向 0．076

10 目本海のうず度1000mb 0．046 50 輪島の風 500mbの東西成分 ＿0．038
・・1

秋田の風1000mbの東西成分 0．118

！

11 目本海のうず度　850mb ≡
O．241 51 輪島の風 500mbの南北成分 0．194 91 秋田の風1000mbの南北成分 ＿0．053

12 目本海のうず度　700mb O．275 52 輪島の安定度 一〇．347 92 秋田の風 850mbの風向 0，069

13 目本海のうず度　500mb O．337 53 輸島の層厚差（85－100）一（70－85）■ 0．171 93 ■

■ 秋田の風 850mbの東西成分 0．076

14 目本海の収束　1000mb
■ 一〇．095 54 相当温位 700mb 一0．348 94 秋田の風 850mbの南北成分 0．010

15 日本海の収束　850mb 一0．205 55 相当温位 850mb ＿0．307 95「秋田の風100mbの風向 ＿0．093

16 目本海の収束　700mb 一 0．106 56 相当温位差 一0．180 96 秋田の風700mbの繭成分1 0．103

17 目本海の収束　500mb 一 0．148 57 米子の高度 1000mb 一0．189 97 秋田の風 700mbの南北成分1 0．214
■

■

98 500mbの風向
■

18 北睦の収束1000mb 0．019 58 米子の高度 850mb 一
一0．326 秋田の風 一0．065

■

19 北陸の収東　850mb O．160 59 米子の高度 700mb 一0．244 99 酒田の風 地上の風向 0．082

20 北陸の収東　700mb 0，165 60 米子の層厚 850＿1000 一〇．380 1001 酒田の風 東西成分 ≡ O．133
■

‘

21 北睦の収束　500mb 十 0．191 61 米子の眉厚 700＿800 ≒ 一〇．440 101i　　■ 酒田の風 南北成分 1＿0．116

22 目本海中部の気温 ！
一〇．462 62 米子の層厚差（85－100）一（70－85） O．218

　　■102i

相川の風 地上の風向 0．149

23 輪島の高度　1000mb 一0．144 63 ，

≒ 米子の気温 850mb 一〇．366 103 相川の風 東西成分 0．128
一 ！

24
■

一 輪島の高度　850mb H一〇．049 64■米子の気温 700mb 一0．413 104 相川の風 南北成分 一0．214
■

25一輸島の高度　700mb 一0．390
　，65　米子の気温 500mb ＿0．408 1051新潟の風地上の風向 O．062

1
；
1
。
。
，

輸島の高度 500mb 1一0．443 6ポ米子の露点温度 850mb 一 一〇．311 106 新潟の風 東西成分 0．005
■

輪島の層厚 850mb－1000mb 一〇．296 67．米子の露点湿度 700mb ■ 一0．127 107 新潟の風 南北戎分 O．013

輪島の層厚 700mb＿850mb 一0．308 68一 米子の風1000mbの風向 O．094 108 高田の風 地上の風向 ＿0．185
，

29 輪島の層厚 500mb－700mb 一0．402 691米子の風1000mbの東西成分70■米子の風1000mbの南北成分 0．245 109i 高田の風 萸西成分 ＿0．039
≡

30 輪島の気温 1000mb 一〇．354 0．185 110 高田の風 南北成分 一0．014

31 輪島の気温　850mb
’ 一0．286 ・11

米子の風 850mbの風向 4 0．015 111 新潟の気圧変化 0．016

32 輪島の気温　700mb 一〇．384 72≡ 米子の風 850mbの東西成分 0．253 112 長岡の風 地上の風向 ＿O．053

33 輪島の気温　500mb 一01452 73 米子の風 850mbの南北成分1 0．025 113 長岡の風 1東西成分 一0．065

34 輪島の露点温度　1000mb 一0．192 74． 米子の風 700mbの風向 O．002 114 長岡の風 南北成分
11・1塩沢の風趾の風向

0．064
■ ■

35 輪島の露点温度　850mb 一
■

＿O．224 75」 米子の風 700mbの東西成分！ 0．072 0．042
：
l
l

輪島の露点温度　700mb O．014 76 米子の風 700mbの南北成分
≡

一〇．039 116 塩沢の風 東西成分 0．047

輪島の飽差　1000mb 一〇．107 77 米子の風 500mbの風向 O．015 117 塩沢の風 南北成分 一0．006

38 輪島の飽差　850mb ’ 一0．132 ・・1米子の風・…の東西成分 0，074 118 十日町の風 地上の風向 0．113

39 輸島の飽差　700mb 一一0．240 79 ！米子の風 500mbの南北成分 一〇．051 119 十目町の風東西成分 0．018

輸島の風　1000mb
コ

40 i 0．142 80 秋田の高度 1000mb 一0．235 120 十目町の風 南北成分 O．065

一44一



　　　　　　　　　　　　降雪強度の予報に関する研究一荒川・石原・野口・広瀬・鈴木

　　　　　　　　　　表一3（b）　2区の予想因子と予想量との単純相関係数（12－LAG）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2区（柏崎地区）

The　single　correlation　coe価cient　between　predictor　and　predictand　of　area　No．2．（12－LAG）

予　　想　　因　　子 相関 予　　想　　因　　子 相関 予　　想　　因　　子 相関
1 気圧の谷500mb 0．002 41 輪島の風1000mbの東西成分 O．083 81 秋田の高度　850mb 一0．098

2 500mb　A1eitai 0．144 42 楡島の風1000mbの南北成分 ＿0．108 82 秋田の高度　700mb ＿0．377

3 500mb　Korf 0．218 43 蛤島の風850mbの風向 0．102 83 秋田の層厚　850－1000 ＿0．035

4 一σ　60．N 一0．119 44 楡島の風850mbの東西成分 0．055 84 秋田のO厚　700－850 ＿0．389

5 一σ　50．N 一0．164 45 輸島の風850mbの南北成分 一0．107 85 秋田の層厚差（85－100）一（70＿85） 0．083

6 一σ　40．N 一0．010 46 輪島の風700mbの風向 一0．134 86 秋国の気温　850mb 一0．177

7 ■σ　30．N 0．137 47 輪島の風700mbの東西成分 ＿0．003 87 秋田の気湿700mb 一0．151

8 ∠P（福一根） 0．195 48 楡島の風700mbの南北成分 0．167 88 秋田の気混500mb 一〇．183

9 ∠P（ウー銚） 一0．081 49 楡島の風　500mbの風向 一0．150 89 秋田の風1000mbの風向 一0．068

10 目本海のうず度　1000mb 0．148 50 楡島の風500mbの稟酉成分 ＿0．006 90 秋田の風1000mbの東西成分 0．003

11 目本海のうず度　850mb 0．234 51 輪島の風500mbの南北成分 0．196 91 秋田の風1000mbの南北成分 0．017

12 目本海のうず度　700mb 0．278 52 輪島の安定度 一0．256 92 秋田の風　850mbの風向 0．091

13 目本海のうず度　500mb 0．327 53 輪島の眉厚差（85－100）一（70－85） 0．162 93 秋田の風　850mbの東西成分 0．015

14 目本海の収束　1000mb ＿0．188 54 相当温位700mb ＿0．300 94 秋田の風　850mbの南北成分 ＿0．052

15 目本海の収束　850mb ＿0．253 55 相当湿位850mb ＿0．271 95 秋田の風　700mbの風向 一0．105

16 目本海の収束　700mb 0．031 56 相当温位差 ＿0．139 96 秋田の風　700mbの東西成分 0．052

17 目本海の収束　500mb 0．096 57 米子の高度　1000mb ＿O．203 97 秋田の風　700mbの南北成分 0．151

18 北陸の収東　1000mb ＿0，087 58 米子の高度　850mb ＿0．330 98 秋田の風　500mbの風向 ＿0．065

19 北陸の収束　850mb O．020 59 米子の高度　700mb ＿0．231 99 酒田の風　地上の風向 0．071

20 北陸の収東　700mb 0．069 60 米子の層厚　850－1000 ＿0．357 100 酒田の風東西成分 O．099

21 北陸の収束　500mb 0．139 61 米子の眉厚　700－850 一0．382 101 酒田の風　南北成分 ＿0．094

22 目本海中部の気温 一0．415 62 米子の眉厚差（85－100）一（70－85） 0．164 102 相川の風　地上の風向 0．065

23 輪島の高度　1000mb 一0．033 63 米子の気温　850mb 一〇．332 103 相川の風　棄西成分 0．124

24 楡島の高度　850mb 一〇．059 64 米子の気温　700mb 一0．336 104 相川の風　南北成分 ＿0．160

25 楡島の高度　700mb 一0．392 65 米予の気温500mb ＿0．337 105 新潟の風地上の風向 0．095

26 輪島の高度　500mb ＿0．412 66 米子の露点温度　850mb ＿0．284 106 新潟の風　東西成分 0．005

27 輪島の層厚850mb－1000mb 一0．237 67■ 米子の露点温度　700mb 一0．116 107 新潟の風　南北成分 ＿0．031

28 輪島の層厚700mb一・一850mb 一〇．272 68 米子の風1000mbの風向 0．100 108 高田の風　地上の風向 ＿0．035

29 輪島の層厚500mb一・700mb 一0．349 691 米子の風1000mbの東西成分 O．266 109 高国の風　東西成分 ＿0．011

30 輪島の気温　1000mb 一0．298 70≡米子の風1000mbの南北成分 O．145 110 高田の風　南北成分 0．002

31 輸島の気温　850mb 一0．244 71．米子の風850mbの風向 0．014 111 新潟の気圧変化 ＿0．037

32． 翰島の気温　700mb 一0．373 　一72　米子の風　850mbの東西成分 O．271 112 長岡の風　地上の風向 一〇、015

33 輸島の気温　500mb 一0．362 73≡米子の風　850mbの南北成分 0．028 ：：：j鴛鰐 一〇．042

34 輪島の露点温度　1000mb ＿0．129 741米子の風700mbの風向 一0．045 0．025

35 輪島の露点温度　850mb ＿0．149 　I751米子の風　700mbの東西成分1　0・128 1151塩沢の風地上の風向 ＿O．008

36 輪島の露点温度　700mb 一0．100 76 米子の風　700mbの南北成分：　O．023 1161塩沢の風繭成分117≡塩沢の風南北成分 ＿0．024

37． 輪島の飽差　1000mb 一〇．134 77 ■
　　　　　　　　　　　　　　！米子の風　500mbの風向　　1－0．067

0，079

38． 輪島の飽差　850mb 一0．146 781 米子の風・00mbの東西成分1 0．141 1181＋帥の風地上の風向 O．075

39． 輪島の飽差　700mb ＿0．197 79　≡ 米子の風　500mbの南北成分 0．044

・・1輪島の風1…m・
1191＋目町の風菓西成分 0．017

O．144 80 秋田の高度　1000mb ＿0．241 1・・1＋帥の風南北成分 0．150

　　　　　　　　　　表一3（c）　2区の予想因子と予想坦との単純相関係数（24－LAG）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2区（柏崎地区）

The　single　correlation　coe揃cient　between　predictor　and　predictand　of　area　No．2、（24－LAG）

予　　想　　因　　子

気圧の谷500mb
500mb　A1eitai

500mb　Koh
σ　60．N

σ　50．N

相関
一0．020

　0．100

　0，191

＿0，123

－0．178

予　　想　　因　　子 1相関1 予　　想　　因　　子

6
7
8
9
10

1σ　〃N

σ　30．N

∠P（福一根）

∠P（ウー銚）

1ヨ本海のうず度　1000mb

　0．024

　0．167

　0，166

－0．121

　0．063

11

12

13

14

15

目本海のうず度　850mb

目本海のうず度　700mb

目本海のうず度　500mb
目本海の蚊束　1000mb

目本海の収束　850mb

相関

　0．244

　0．312

　0，295

－0，158

－0．234

一45一



北陸地方における雪害に関する研究（第1報）防災科学技術総合研究報告第2号1965

予想因子i相関 予　　想　　因　　子　　相関 予　　想　　因　　子　　相関

16 目本海の収束　700mb O．004 51 ’輸島の風　500mbの南北成分 0．245 86 秋田の気温　850mb 一0．041

17 日本海の収束　500mb 0．I39 52
『
捻島の安定度 ＿0．261 87 秋困の気温　700mb 一0．134

18 北陸の収東　1000mb　　　　　－O．051 53
’
楡島の層厚差（85－100）一（70－85） 0．152 88 秋田の気温　500mb 一0．182

19 北陸の収東　　850mb　　　　1　0．010 54 相当温位　700mb 一0．234 89 秋田の風1000mbの風向 0．041

20
北睦の収東　700mb　　　　j　0，121　　　　　　　　　　　　　　■

55 相当温位850mb 一〇．205 90 秋田の風1000mbの東西成分 0．031

21 北陸の収東　500mb　　　　　　0，184　　　　　　　　　　　　　　』 56j相当温位差 一〇．119 91 秋田の風1000mbの南北成分 一0．102

22 目本海中部の気温 一0．357 　一57．米子の高度1000mb ＿0．216 92 秋田の風　850mbの風向 0．081

23 輸島の高度　1000mb 一0．236 58 米子の高度　850mb 一0．316 93 秋国の風　850mbの東函成分 O．035

24 姶島の高度　850mb 一0．048 59 米子の高度　700mb 一0．256 94 秋田の風　850mbの南北成分 一0．009

25 輪島の高度　700mb 一〇．359 60 米子の層厚　850－1000 一0．283 95 秋国の風　700mbの風向 一0．163

26 輪島の高度　500mb 一0，376 6工 米子の層厚　700－850　　　　－0，341　　　　　　　　　　　　　　， 961秋田の風　700mbの東西成分 0．064

27 幟島の眉厚850mb－1000mb 一0．172 62 米子の眉厚差（85－100）一（70－85）l　O．184 971秋国の風　700mbの南北成分 0．204
■

28 輪島の層厚700mb－850mb 一0．205 63 米子の気温　850mb 一〇．257 98…秋田の風　500mbの風向 一0．107

29 楡島の眉厚500㎜b－760mb 一〇．316 64 米子の気湿　700mb ＿0．325 99
『

酒困の風　地上の風向 0．015

30 捻島の気温　1000mb 一0．242 65 米子の気温　500mb ＿0．270 100 酒田の風　菓西成分 0．078

31 輪島の気温　850mb 一0．167 66 米子の露点温度　850mb ＿0．228 1011酒田の風南北成分1021相川の風地上の風向
一0．089

32 輪島の気温　700mb 一0．267 67 米子の露点混度　700mb ＿O．071 0．060

33 輪島の気温　500mb 一0．311 68 米子の風1000mbの風向 O．096 103 相川の風　東西成分 0．109

34 蛉島の露点温度　1000mb 一0．117 69 米子の風1000mbの東西成分 O．255 104 相川の風　南北成分 一0．1？2

35 楡島の露点温度　850㎜b 一0．189 70 米子の風1000mbの南北成分 ①．161 105 新潟の風　地上の風向 0．100

36 輪島の露点渥度　700mb 0．097 71 米子の風850mbの風向 0．009 10ポ新潟の風東西成分 0．061

37 輪島の飽養　1000mb 一0．092 72 米子の風　850mbの東西成分 0．302 107；新潟の風南北成分 0．032

38 輪島の飽養　850mb 一0．143 73 米子の風　850mbの禽北成分 O，051 108 高田の風　地上の風向 一〇．045

39 輪島の飽養　700mb 一0．188 74 米子の風700mbの風向 ＿0．052 109 高田の風　東西成分 0．041

40 輪島の風1000mb 0．100 75 米子の風700mbの東西成分 0．199 110 高田の風　南北成分 一0．044

41 楡島の風1000㎜bの東西成分 0．013 ？6 米子の風700mbの禽北成分 0．022 11工 新潟の気圧変化 一0．098

42 輸島の風1000mbの南北成分 一0．080 77 米子の風500mbの風向 ＿0．036 112 長岡の風　地上の風向 一0．079

43 輸島の風850mbの風向 0．079 78 米子の風500mbの東酉成分 O．189 113 長岡の風　東西成分 一0．025

44 楡島の風850mbの東西成分 0．036 79 米子の風500mbの南北威分 0．049 114 長岡の風　南北成分 0．161

45 輸島の風850mbの融蚊分 ＿0．049 80 秋田の高度1000mb ＿0．256 115 塩沢の風　地上の風向 0．016

46 楡島の風700mbの風向 一0．187 81 秋田の高度　850mb ＿0．240 116 塩沢の風東西成分 一0．070

47 輸島の風700mbの東西成分 一0．O05 82 秋田の高度　700mb 一〇．290 117 塩沢の風　南北成分 一0、⑰04

48 輪島の風700mbの南北成分 0．207 83 秋田の層厚　850－1000 0．025 118 十日町の風　地上の風向 0．048

49 輪島の風500mbの風向 一0．142 84 秋田の眉厚700－850 ＿0．113 119 十目町の風　東西成分 ＿0．034

50 捻島の風500mbの頁函成分 0．037 85 秋田の層厚差（8ト100）一（70－85） 0．029
　　ヨ120I＋貝町の風禽北成分

一0．020

　直角方向の気圧差でおるウラジオ・銚子の気圧差に

　ついては，全地区ともほとんど相関がみとめられな

　し・．

（2）目本海の収束は850mbにおいて相関がもっとも

　大きい．しかも沿岸部の地区との相関が大きい．

（3）目本海中部の気温（500mb）は全地区とも相関

　が大きいが特に沿岸部，内陸部で大きい．

（4）日本海うず度との相関は，図一2（c）に示されるよ

　うに，高度の増大と共に次第に大きくなり，500mb

　高度において最も大きい、

（5）輪島の特定の指定気圧面の気温との相関は，図一

　2（a）に示すように700mbと500mb面におけるも

　のが最も大きく700mb面の方が大きい地区と500

　mb面の大きい地区とは地域的にはっぎりわかれて

　し・る．

　すなわち沿岸部，内陸部では500mb’面の方が相関度

が大きし・．

　表一4には，予想因子別，地区別に棉関係数の大きい

ものを’整理した．表中の○印は相関係数0．2以上，◎印

は相関係数O．3以上のものである．

　さて，以上の予想因子のうちから，相関係数の値の大

きいもの，和互に従属‘性の少ないもの，多少相関係数の

値が小さくても物理的意味の大きいものを，ユ4～15選び

出し，予想因子の組み合わせによる重相関のもっとも大

きなものを，選別法により求める．重和関の回帰方程式

が結果として得られる．これらの計算は電子計算機でお

こなった．多数の予想因子を用いての同帰方程式は，計

算が非常にふく雑であるので，今同は実用を目的として，

とりあえず三つの予想因子による重相関同帰方程式を作

成した．以下に示すものがそれである．以下の式でSは
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No．8福岡一根室気圧差　（×10■3）

十170
⑬

十126
⑰

十130

①十324

②十171　　　　　　④⑪十179
　　　＋205＋218
　　③

　　　⑤
　　　十332

　　⑥　　⑨
　　　　　　十381
⑦　十432

＋443

　⑧
十436

⑫　　⑭
　　　　　十158

十n5

⑪

十166

十201

⑯

十351

No．9　ウラジオー銚子気圧差　（×10■3）

　一059
⑮

一061

一090

一022

1138　　　④⑪一074
　　　－094
　　③　　　　　一120

　　　　⑤
　　　　一032

　　⑥　　　⑨
　　　一047　－061■⑦

一061

⑧

」04Z

　　　　⑭⑫
　一059　－096

⑯

⑮　　　一009

一042

一144

図一2a雌純柚関係数の地域分布（0」LAG）
A「・・1di・t・ib・・i…i・i・・1・・・…1・・i・・…而・i・此（0－LAG）
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No．15 日本海の収束 850mb（×10－3）

一220

一26

⑰

①

一083

②　一205

　　　　　一240　　　　⑪

　　　④　⑪一285
　　　－162　－152
③

⑤一073

．⑭’239

■305　　　⑭
　　　　　　一186
　　⑮

一380

一190
　　　　　　⑨　　⑥
　　　　　　一063
⑦　一022

＋053

⑧十096

No．22　日本海申部の気温　500mb （×10・3）

一397

一383

⑰

⑪一415

②　一462

③1457

④　⑪一474

－442

①一368

　　　⑤一426

　　⑥　　⑨一481
　⑦　一369

－318

⑧一258

⑫
　一452

⑬

⑭■472

⑪＿471

一298

⑯一546

図一2b単純相関係数の地域分布（O－LAG）
Areal　distribution　of　sing1e　correlation　coe舶cient．（O＿LAG）
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No．12　日本海うず度　70㎞b　（×10－3）
十199

⑬

①

十200

No．13

　　　　　十203　　　　⑪
十275　　④⑪十266
　　　＋303＋298
　　③
　　　⑤十313

　　⑥　　⑨
　　　　　十355
　⑦十245

＋208

＋125

　⑧

日本海うず度　500mb　　（×10■3）

　　　　　　十173
　　　　　　⑰

⑫　　⑭十267
＋197　　⑯

　　　⑮　　十359
　　　＋156

十213

十312

十233

⑰

　十268
⑪

①

十301

②十337 　　④⑪十353
　　＋354③十366

　　⑤
　　十379
　⑥　　　　⑨
　　　　十408⑦十353

＋323

＋260
⑧

⑫　⑭十338
＋290

　　　　　⑯　　⑮十282　＋454

　　＋256⑫

図一2c単純相関係数の地域分布（O－LAG）
Area1distribution　oi　single　corre1ation　coe価cient．（0－LAG）

　　　　　　　一49一



北陸地方における雪害に関する研究（第1報）防災科学技術総合研究報告第2号1965

No．30 蛤島の気温 1000mb （×10－3）

903
．
⑬

一298

⑰

⑭一343

127

⑪
一

一473⑮
一284

⑬＿114

一300

婁、μ②一354
89→③

240

⑤
一

88

①
↓

141

⑨
一

■331　
9

⑦
2
7

2

⑧
1
6

35→
⑯

No．31　姶島の気温 850mb （×10■3

L270

⑰

⑭一270
⑫

⑪

一222
一223

一461
一294

62→⑪　
2
5

④
3

②一286
83→③①

一252

一148637

⑤
一

240

⑨
一

243一　
〇

⑦
3
0
⑧
刎

　
一
　
一

図一2d（1）単純相関係数の地域分
　　Area1distribution　of　sing1e　correlation　coe価cient．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一50一

布（O－L■AG）

（O－LAG）
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No．32　輪島の気温　700mb　（×10－3）

一314
⑯

292

①

一412

②

　　　　　　⑪
　　　　　一313
一。。。　　④⑪一…

　　一4431423　　③

　　　⑤
　　　一527

　　　　⑨　⑥　　　　　一545
　⑦一493

－447

⑧一354

　　⑭一371

－332　　⑯

　　⑪
　　一353

⑬一198

一568

No．33輸島の気温　500mb　（X1O－3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一310
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一335
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰

　　　　　　　　　一399⑫⑭一456　　　　　　　　⑪
　　　　　　　　　　　　　一436　　②一452　④⑪一459　　　⑪
①　　③一。。。一…　　　⑮一44ザ485
－272

　　　　　　⑤一410　　　⑰
　　　　　　　　　　　　　　一255
　　　　　⑥　⑨一452
　　　　⑦　一322
　　　　－249

　　　⑧一215

　　　図一2d（2）単純相関係数の地域分布（O－LAG）
　　　　Area1distribution　of　single　correlation　coe価cienし（O＿LAG）

　　　　　　　　　　一51一



北陸地方における雪害に関する研究（第1報）防災科学技術総合研究報告第2号1965

　　　　　　表一　　予　想　因　子　の　単　純　相　関　表（0－LAG）

The　tab1e　of　single　corre1ation　coe笛cient　between　predictor　and　predictand・（O一一LAG）

＼
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＼1111 5657585960 6162636465 6667686970 7172737475 7677787980
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＼ 予想因子 111112113114115 116117118119120
地、　＼，

， コ
新長畏長塩 塩塩十十十
渇岡岡岡沢 沢沢日目目
ののののの のの町町町区 気風風風風 風風ののの

！ 圧 風風風
≡

1
番1

≡

ヨ
≡

変地稟南地 東南地東南
＼ 上西北上 西北上西北号

＼ 風成成風 成成風成成
地区名 化向分分向 分分向分分

・1　（信越）　寅　口

地　区
○

2
（信越・北陸・越後）

柏崎 地　区
≒

3
（信越）

塚　山 地　区

4
（信越・上越）

長　岡 地　区

5
（上越）

小　出 地　区

6
（上越）

六同町地区 O◎

7
（上越）

湯　沢 地　区 O◎ O

8
（上越）

土合地 区 O◎ ◎

9
（只見）

入広源地区
O

10 蛭竺越簑）地区1

11
（越後）

西吉国地区
12 （信越・越後・白新）

新　潟 地　区

13
（盤越西）

津　川 地　区

14
（羽越）

坂　町 地　区

15
（赤谷）

赤谷地区1
16

（米坂）

小　口 地　区
1

17
（羽越）

勝　木 地　区

18
（羽越）

酒　田 地　区
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降雪強度の予報に関する研究一荒川・石原・野口・広瀬・鈴木

二戸想降雪量，その添字は地区番号，Pは予想因子，その　　　は電子計算機の都合で今回は問に合わなかった．

添字は予想因子番号である．なお，15・16・17・18地区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0＿LAG

　　9時の予想因子と8～16時の降雪量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　との回帰方程式
　　21時の予想因子と16～翌8時の降雪量

　　　　1　　　　　　　∫1＝一0，187P32　＿0，076Pエ04　　－O」061P42　　＿38，095

　　　　　　　　　（輸700T）（相川風S　N）（輸1000風S　N）

　　　　2　　　　　　　∫2＝＿O．0881〕22　　－0，033P84　　＿←0，042P52　　＋15，078

　　　　　　　　　（日本海丁）（秋層厚70－85）（輪安定度）

　　　　3　　　　S3＝一0，059P22　－O．033P82　－O．039P66　＋72，994

　　　　　　　　　（日本海丁）（秋H700）　　（米子丁850）

　　　　4　　　　　　　・S4＝一0，027jP26　　－O．044月84　　－O．0221『66　　一←212．09

　　　　　　　　　（輸H500）（秋層厚70－85）（米子Td850）

　　　　5　　　　　　　∫5＝一0．0801P32　－0，037P104　－O．024jP82　一ト57，955

　　　　　　　　　（輸700τ）（相川風S　N）（秋H700）

　　　　6　　　　　　　∫6＝一〇．121P32　　＿0，055P104　　＿0．0271P42　　－19，362

　　　　　　　　　（輪700τ）（相川風S　N）（輸1000風S　N）

　　　　7　　　　　　　S7＝一0，064Pl04　　＿0．0731～32　　＿0．0741〕107　＿11，866

　　　　　　　　　（相川風S　N）（輪700τ）（新風S　N）

　　　　8　　　　S8＝一0，047P104　－O．097P1lo　－0，050P34　＋0，722

　　　　　　　　　（相川風SN）（高田風SN）（輸τd1000）

　　　　9　　　　．Sg＝一0，121P32　＿O．032P82　－0，038P104　＋75，181

　　　　　　　　　（輸700τ）（秋亙700）（酒風S　N）

　　　　10　　　　　　Sエo＝一0，075月33　　＋O．061」P52　→一0．0171〕13　－28，725

　　　　　　　　　（輪500T）（輸安定度）（目本海うず度500）

　　　　11　　　　　　　S11＝＿0，067P22　　＿0，032P66　　＋0．0331『52　　－27，884

　　　　　　　　　（日本海丁）（米子乃850）（輸安定度）

　　　　12　　　　　　∫12＝一0．0471？66　＿0，034jP22　＿0，028P15　－16，107

　　　　　　　　　（米子τ也850）（目本海τ）（目本海収束850）

　　　　13　　　　S13＝一〇．065P22　－0，027P26　－O．041P66　＋119．86

　　　　　　　　　（目本海丁）　（輸H500）　（米子乃850）

　　　　14　　　　∫14＝一0，040P22　＋O．008P72　＋0，006P21　－12，243

　　　　　　　　　（日本海丁）（米850風EW）（北陸収束500）

以上の式は，降雪量がcm単位で出るようにしてある．上式の計算値と実測値との対応の1例を図一3に示す一
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　　図一3　実測値と計算値の比較　　1区（信越線田口地区）
　Comparison　between　observed　and　predicted　values（area　No．1）
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